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アンケート調査の中間報告 

 

１ アンケート調査について 

（１） 調査対象 

市民 2,500 人、事業者 500 社 

（２） スケジュール 

7 月 26 日（火）発送、8月 31 日（水）回収 

（３）回収率（8月 23 日時点） 

市民：1,209 件（回収率 48.4％）、事業者：263 件（回収率 52.6％） 

 

２ 市民アンケート調査結果（8月 10 日までの集計） 

（１）回答者の属性 

ア 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 回答者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料№４ 

男性

43.9 ％
女性

52.3 ％

答えたくない

2.0 ％

無回答

1.8 ％

8.1 ％

12.4 ％

15.0 ％

18.0 ％

25.2 ％

19.1 ％

2.2 ％

10代・20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答
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ウ 回答者の職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 回答者の居住地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 

1.3 

21.2 

2.0 

3.2 

4.4 

6.0 

9.2 

15.1 

35.4 

0 ％ 10 ％ 20 ％ 30 ％ 40 ％ 50 ％

無回答

その他

無職

学生

農業

公務員・教員など

自営業

家事専業

パート・アルバイト

会社員・団体職員など

2.2 

1.0 

1.5 

4.5 

2.2 

1.2 

2.6 

0.1 

1.7 

4.9 

4.0 

74.0 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

無回答

川口地域

与板地域

栃尾地域

寺泊地域

和島地域

小国地域

山古志地域

三島地域

越路地域

中之島地域

長岡地域
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  オ 家族構成 

 

 

 

 

  カ 居住区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1 ％

24.3 ％

43.4 ％

17.6 ％

2.9 ％ 2.7 ％

単身世帯（ひとり暮らし）

夫婦のみの１世代

親と子の２世代

親と子と孫の３世代

その他

無回答

82.0 ％

3.6 ％
11.5 ％

0.5 ％ 2.5 ％

一戸建て

マンション

借家・アパート

その他

無回答
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（２）省エネルギー・再生可能エネルギーについての調査 

ア カーボンニュートラルの認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 電気・ガス等の使用量を減らすための取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）住宅（建物・設備）や車についての調査 

ア ＺＥＨ（ゼッチ）の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意味を知っ

ている

36.2 ％

聞いたことがあるが

意味は知らない

48.9 ％

聞いたこ

とがない

15.0 ％

知っている

9.8 ％

知らない

86.0 ％

興味・関心

がある

4.2 ％

0.9 

2.6 

3.7 

9.6 

11.5 

25.9 

34.4 

35.1 

35.9 

38.4 

63.3 

0.0 ％ 20.0 ％ 40.0 ％ 60.0 ％ 80.0 ％

その他

使用量を減らす方法がわからない

節約をするのが面倒、取組が長続きしない

現状生活を維持するためには、減らすのは難しい

ＳＤＧｓの目標達成に向けて取り組みたい

家電機器は、省エネ性能が高いものをすでに購入している

今後、使用量を減らす工夫をしていきたい

最小限の使用を心掛けているので、これを続けていきたい

猛暑などの気候変動で、エアコン機器の使用を控えることはできない

家電機器は、省エネ性能が高いものを購入していきたい

日常的にできることは、既にやっている

 猛暑などの気候変動で、エアコン機器の使用を控える 
ことはできない 
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イ 住宅の省エネ基準への対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 住宅照明のＬＥＤ化への対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 住宅の断熱性能や気密性を高める工事等の認知度及び施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.4 ％

21.5 ％

14.3 ％
10.1 ％

24.8 ％

10.9 ％ 住宅の照明は、すべてＬＥＤ化している

照明の７割程度をＬＥＤ化している

照明の５割程度をＬＥＤ化している

照明の３割程度をＬＥＤ化している

照明のごく一部のみをＬＥＤ化している

ＬＥＤ化はしていない

22.9 ％

13.0 ％

9.4 ％
16.9 ％

27.1 ％

10.7 ％
省エネ基準に対応している

省エネ基準に対応していないので、機会が

あれば省エネ改修したい

新築建替えの際に省エネ化したい

省エネ基準については特に意識していない

わからない

借家のため、対応できない

3.5 

0.5 

0.5 

0.8 

2.5 

8.8 

23.6 

27.8 

46.3 

56.0 

73.1 

0.0 ％ 20.0 ％ 40.0 ％ 60.0 ％ 80.0 ％

その他

天井に断熱材を施行する予定がある

床に断熱材を施工する予定がある

壁に断熱材を施行する予定がある

窓の断熱対策（遮断フィルム、二重サッシ、ペアガラス…

断熱性能や気密性のことは、あまり知らなかった

床に断熱材を施工している

天井に断熱材を施工している

壁に断熱材を施工している

窓の断熱対策（遮断フィルム、二重サッシ、ペアガラス…

断熱性能や気密性を高める効果は、よく知っている

窓の断熱対策（遮断フイルム、二重サッシ、 
ペアガラスなど）を行っている 

窓の断熱対策（遮断フイルム、二重サッシ、 
ペアガラス）などを行う予定がある 

施工する予定がある 

施工する予定がある 
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オ 住宅の省エネ対策をするために知りたいこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 自家用車・移動手段の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ カーシェアリングの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 

14.0 

15.0 

17.0 

25.4 

27.7 

34.4 

35.2 

44.5 

0.0 ％ 20.0 ％ 40.0 ％ 60.0 ％

その他

時間ごとのエネルギー使用量

ご自宅の省エネ無料診断サービス

ご自宅と似た世帯、近隣世帯との比較情報

省エネに関する知識・方法・行動

家電などの省エネ性能や設備入替による光熱費の削減額

１年前の同じ月のエネルギー使用量

家電製品別のエネルギー使用量

省エネ機器の購入の際の補助金

5.5 ％

14.8 ％

8.9 ％

49.1 ％

0.1 ％

20.3 ％

1.4 ％
使用したい

利用条件や事故対応などの仕組みがしっかりし

ていれば使用したい

自家用車と比べ、、経費削減になるのであれば

使用したい

使用しない

すでに使用している

わからない

その他

3.3 

2.9 

3.1 

3.3 

3.8 

5.1 

19.4 

20.8 

31.2 

37.0 

85.3 

0.0 ％ 20.0 ％ 40.0 ％ 60.0 ％ 80.0 ％ 100.0 ％

その他

自家用車はない

ＥＶ車（電気自動車）、ＰＨＶ車（プラグインハイブリッド車）を

主に使用している

積極的に公共交通機関を利用している

ＥＶ車、ＰＨＶ車に乗り換える予定

通勤・通学などは公共交通機関を利用している

ＨＶ車（ハイブリット車）を主に使用している

ＥＶ車、ＰＨＶ車に乗り換える予定はない

エコカー減税について知っている

軽自動車やクリーンディーゼル等の低燃費の車（概ね20㎞

／L以上）を使用している

自家用車を保有している

軽自動車やクリーンディーゼル等の低燃費の車 
（概ね 20 ㎞/L 以上）を使用している 

ＥＶ車、ＰＨＶ車を主に使用している 

ＥＶ車（電気自動車）、ＰＨＶ車（プラグイン 
ハイブリッド車）に乗り換える予定はない 

ＨＶ車(ハイブリッド車)を主に使用している 
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ク 環境負荷の少ない設備の活用状況・意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 太陽光パネルの設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※設置することが難しい主な理由：費用面、雪国、維持管理、家の老朽化 など 

2.3 ％

18.9 ％

78.8 ％

太陽光パネルを設置済

太陽光パネルの設置を検討したい

太陽光パネルを設置することは難しい

 

3.8 

0.7 

1.6 

2.4 

2.9 

3.6 

5.1 

7.5 

7.9 

7.9 

11.3 

12.1 

22.4 

24.0 

24.4 

0.0 ％ 10.0 ％ 20.0 ％ 30.0 ％

その他

地中熱利用システム（ヒートポンプ、ヒートパイプなど）を活用し

ている

薪ストーブ・ペレットストーブを活用している

太陽光パネルを活用している

蓄電池・燃料電池（いわゆるエネファームなど）を活用している

今後、地中熱利用システム（ヒートポンプ、ヒートパイプなど）を

活用したい

今後、薪ストーブ・ペレットストーブを活用したい

費用に関係なく活用したいと思わない

今後、蓄電池・燃料電池（いわゆるエネファームなど）を活用し

たい

今後、太陽光パネルを活用したい

今後、高効率給湯器（いわゆるエコキュート、エコジョーズなど）

を活用したい

借地・借家のため導入できない

高効率給湯器（いわゆるエコキュート、エコジョーズなど）を活用

している

維持管理などが心配なので活用したいと思わない

設備・装置の耐久性や性能、効果などの情報があれば活用を

検討したい
 

 

 

 

 

設備・装置の耐久性や性能、効果などの 
情報があれば活用を検討したい 

高効率給湯器（いわゆるエコキュート、 
エコジーョズなど）を活用している 

今後、高効率給湯器（いわゆるエコキュート、 
エコジーョズなど）を活用したい 

今後、蓄電池・燃料電池（いわゆる 
エネファームなど）を活用したい 

今後、地中熱利用システム（ヒートポンプ、 
ヒートパイプなど）を活用したい 

地中熱利用システム（ヒートポンプ、 
ヒートパイプなど）を活用している 
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コ 若返りを図るための森林の活用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ 森林の若返りを図るための木材の活用方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9 

7.6 

23.5 

34.6 

39.5 

57.5 

58.2 

0.0 ％ 20.0 ％ 40.0 ％ 60.0 ％ 80.0 ％

その他

関心がない

動物の住処

森林浴などの憩いの場

災害防止や水源かん養

新たな植林などによる森林の再生（若しくは、森林の若返り）

地域の木材の積極的な利用

9.7 

2.6 

8.7 

13.9 

20.7 

30.0 

33.0 

37.7 

70.2 

0.0 ％ 20.0 ％ 40.0 ％ 60.0 ％ 80.0 ％

わからない

その他

工芸品

おが屑（きのこ栽培用）

杭・丸太

紙・段ボール

合板用

バイオマス用の燃焼材（チップ・ペレット）

住宅用の構造材（柱・梁）
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３ 事業者アンケート調査結果（8月 10日までの集計） 

（１）回答者の属性 

  ア 業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 従業員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 年間売上高又は年間出荷額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 

6.3 

0.4 

0.4 

0.8 

1.3 

1.3 

5.9 

5.9 

5.9 

7.1 

8.0 

9.2 

10.1 

10.9 

25.2 

0 ％ 10 ％ 20 ％ 30 ％ 40 ％

無回答

その他

電気・ガス供給業

出版・印刷業

情報サービス業

繊維製品製造業

飲食店

運輸・運送業

小売業

農林水産業

サービス業

食料品・飲料品製造業

その他の製造業

金属製品等製造業

卸売業

建設業

16.4 ％

41.6 ％
20.2 ％

6.7 ％
13.9 ％

1.3 ％

9人以下 10～49人以下

50～99人 100～149人

150人以上 無回答

4.6 ％ 2.9 ％

6.7 ％

30.7 ％

16.0 ％

36.1 ％

2.9 ％

3,000万円未満

3,000万円以上5,000万円未満

5,000万円以上１億円未満

１億円以上５億円未満

５億円以上10億円未満

10億円以上

無回答
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エ 使用しているエネルギー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 事業所の所在地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.7 

2.5 

11.8 

37.0 

45.8 

56.7 

63.4 

72.3 

97.5 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％ 100 ％

無回答

その他

重油

ＬＰガス

都市ガス

軽油

灯油

ガソリン

電気

1.7

1.7

2.1

2.9

2.5

1.3

1.7

0.8

2.1

2.9

2.1

78.2

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％ 100 ％

無回答

川口地域

与板地域

栃尾地域

寺泊地域

和島地域

小国地域

山古志地域

三島地域

越路地域

中之島地域

長岡地域
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（２）省エネルギー・再生可能エネルギーについての調査 

ア カーボンニュートラルの認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 電気・ガス等の使用量を減らすための取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事業所の建物・設備・車 についての調査 

ア 建物の「ＺＥＢ」化の意向について当てはまるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意味を知っている

78.0 ％

聞いたことがあるが

意味は知らない

19.1 ％

聞いたことがない

3.0 ％

1.7 

0.8 

3.8 

7.2 

22.9 

25.8 

26.7 

36.0 

39.0 

60.2 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

その他

エネルギー使用量を減らす方法がわからない

建物に断熱対策等を施す予定である

太陽光パネルを設置し、電気使用量の削減を行っている

家電機器は、省エネ性能が高いものをすでに購入している

猛暑などで、エアコン機器の使用を控えることはできない

家電機器は、省エネ性能が高いものを購入していく予定である

使用量減の取組が必要と感じている

最小限の使用を心掛けているので、これを続けていきたい

日常的にできる使用量減の取組は、既にやっている

n=236

0.4 

0.9 

9.4 

12.0 

16.3 

16.7 

18.9 

63.1 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

その他

実施済・計画済

費用対効果があれば建替えしたい

建て替えの時に導入したい

投資できない

興味・関心がある

ＺＥＢを知っている

ＺＥＢを知らない
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イ 建物の断熱性能や気密性を高める工事等の認知度及び施工状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 建物照明のＬＥＤ化への対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 使用している主な空調設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4 

7.7 

2.6 

3.0 

3.8 

3.8 

4.3 

11.5 

22.2 

28.2 

29.1 

82.1 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％ 100 ％

その他

テナント等のため取り組めない・予定はない

床に断熱材を施行する予定がある

断熱性能や気密性のことは、あまり知らなかった

窓の断熱対策（遮断フィルム、二重サッシ、ペアガラスなど）

を行う予定がある

天井に断熱材を施行する予定がある

壁に断熱材を施行する予定がある

床に断熱材を施工している

天井に断熱材を施工している

壁に断熱材を施工している

窓の断熱対策（遮断フィルム、二重サッシ、ペアガラスなど）

を行っている

断熱性能や気密性を高める効果は、よく知っている

23.4 ％

34.9 ％
11.5 ％

10.2 ％

13.6 ％

6.4 ％
建物の照明は、すべてＬＥＤ化している

照明の７割程度をＬＥＤ化している

照明の５割程度をＬＥＤ化している

照明の３割程度をＬＥＤ化している

照明のごく一部のみをＬＥＤ化している

ＬＥＤ化はしていない

建物全体の集中方式

（ボイラーなど）

19.5 ％

電気式ヒートポン

プエアコン（ＥＨＰ）

53.7 ％

ガスヒートポンプ

エアコン（ＧＨＰ）

13.7 ％

その他

13.2 ％

窓の断熱対策（断熱フィルム、二重サッシ、 

ペアガラスなど）を行っている 

窓の断熱対策（断熱フィルム、二重サッシ、 

ペアガラスなど）を行う予定がある 

施工する予定がある 

施工する予定がある 

施工する予定がある 
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オ 空調設備の燃料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ 空調設備の経過年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 使用している主な給湯設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気

83.2 ％

ガス

10.2 ％重油

0.4 ％

灯油

4.4 ％

その他

1.8 ％

10年未満

39.0 ％

10年～20年未満

35.0 ％

20年～30年未満

14.8 ％

30年以上

8.1 ％

その他

3.1 ％

3.9 

0.4 

2.6 

3.5 

3.5 

4.4 

25.8 

55.9 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％

その他

高効率灯油給湯器（いわゆるエコフィールなど）

ヒートポンプ式電気給湯器（いわゆるエコキュートなど）

灯油給湯器

重油ボイラー

高効率ガス給湯器（いわゆるエコジョーズなど）

電気温水器

ガス給湯器
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ク 給湯設備の経過年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケ 仕事で使用する車について当てはまるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ 再生可能エネルギーを利用したドローン活用の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10年未満

43.6 ％

10年～20年未満

38.8 ％

20年～30年未満

10.1 ％

30年以上

5.3 ％

その他

2.2 ％

10.0 

1.4 

2.7 

4.5 

7.7 

11.8 

17.7 

33.6 

0 ％ 10 ％ 20 ％ 30 ％ 40 ％

その他

従業員へ、通勤などは公共交通機関を利用するよう促している

特殊自動車（重機、農作業機械等）を、特殊自動車排ガス規制

（第４次規制）を満たした車両に買い替える予定がある

ＥＶ車（電気自動車）、ＰＨＶ車（プラグインハイブリッド車）を主に

使用している

特殊自動車（重機、農作業機械等）を、特殊自動車排ガス規制

（第４次規制）を満たした車両に買い替えている

ＥＶ車・ＰＨＶ車に入れ換える予定

ＨＶ（ハイブリッド車）を主に使用している

軽自動車やクリーンディーゼル等の低燃費の車（概ね20km/?
以上）を使用している

15.9 

63.9 

2.6 

3.0 

3.4 

10.3 

13.3 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

わからない

活用する予定はない

その他

森林保全で活用したい

農業分野で活用したい

災害時の対応で活用したい

土木工事分野で活用したい

軽自動車やクリーンディーゼル等の低燃費の車

（概ね 20km/L以上）を使用している 

特殊自動車（重機、農作業機械等）を、特殊自動車排ガス

規制（第４次規制）を満たした車両に買い替えている 

ＥＶ車（電気自動車）・ＰＨＶ車（プラグインハイブリッド車）に 

入れ換える予定 

ＥＶ車・ＰＨＶ車を主に使用している 

特殊自動車（重機、農作業機械等）を、特殊自動車排ガス

規制（第４次規制）を満たした車両に買い替える予定がある 

ＨＶ車(ハイブリッド車)を主に使用している 
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サ 省エネルギーや再生エネルギーの導入・取組についての意向 

 

 

シ 再生可能エネルギーの設備導入についての考えに近いもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.5 7.8 

18.6 

16.0 

15.9 

14.9 

18.4 

27.1 

35.7 

30.7 

72.1 

72.4 

73.9 

75.9 

75.9 

65.9 

52.4 

48.9 

7.5 

6.2 

9.7 

7.0 

4.8 

6.6 

6.2 
3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

バイオマス（生ごみ、下水汚泥等の生活由来のもの）

バイオマス（薪やペレットのボイラー・ストーブ等木質由来

のもの）

温度差熱

地中熱

風力発電

太陽熱、太陽熱温水器

蓄電池

太陽光（ソーラー）発電、太陽光エネルギー

すでに導入している 今後導入する予定がある 導入する予定はないが興味はある

導入する予定はない わからない

7.5 16.7 

21.3 

33.6 

18.7 

22.0 

34.1 

42.7 

16.5 

15.2 

49.8 

48.2 

60.0 

54.7 

48.2 

28.6 

67.0 

76.7 

23.1 

15.9 

18.7 

22.4 

15.5 

4.4 

15.6 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＥＳＧ投資

Ｊクレジット

ＲＥ100

マイクログリット

.ＺＥＨ、ＺＥＢ

クリーンエネルギー自動車

天然ガスコージェネレーション

バイオマス（もみ殻、家畜の糞等の農産物・畜産由来のも

の）

3.4 

11.9 

12.3 

14.0 

18.3 

20.0 

60.9 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

その他

安全性が心配である

ある程度料金が割高でも、電力の一部を担えれば、再生可能エ

ネルギーを導入したい

初期投資不要で、毎月使用量を払うサービスを活用したい

天候等の自然条件に左右されるから、導入しない

仕組みや装置がよっくわからない

設備投資に見合う分の効果が見込めなければ導入しない

ある程度料金が割高でも、電力の一部を担えれば、 

再生可能エネルギーを導入したい 

バイオマス（薪やペレットのボイラー、ストーブ等 

木質由来のもの） 

バイオマス（もみ殻、家畜の糞等の 

農産物・畜産由来のもの） 

料 

仕組みや装置がよ 

バイオマス（薪やペレットのボイラー、ストーブ等 

木質由来のもの） 
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ス 省エネルギーや再生可能エネルギーに関する情報として望むもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セ 第１・２種エネルギー管理指定工場の種別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソ 2050 年温室効果ガス排出量ゼロに向けた行動計画の工程表の策定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.9 

15.8 

15.8 

19.0 

40.3 

45.2 

65.6 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％

その他

アドバイスや相談窓口の設置

事業者向けの講習会

設備導入にかかる費用の融資制度について

再生可能エネルギー等の仕組みや全体的な概要の周知について

導入事例紹介

設備導入にかかる費用の補助制度について

3.6 ％

6.2 ％

90.3 ％

第１種エネルギー管理指定工場等

第２種エネルギー管理指定工場等

第１種・第２種エネルギー管理指定工場等

ではない

再生可能エネルギー等の仕組みや 

全体的な概要の周知について 

79.3 

5.7 

2.1 

2.9 

5.7 

9.3 

10.7 

0 ％ 20 ％ 40 ％ 60 ％ 80 ％ 100 ％

策定していない

その他

取引先に必要とされているため策定する予定

二酸化炭素削減のため策定予定

策定する予定（計画中・準備中）

温室効果ガス排出量の算定、エネルギー使用量の 

把握を行っている 

取引先や金融機関からの排出量削減の 

要求や情報開示などがある 


